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1. はじめに 

著者らが在籍している神奈川工科大学において，

学部 2，3 年生を対象としたキャリア教育に関する

就活体験イベントとして「会社訪問体験」 [1]を実施

している．会社訪問体験は，神奈川県情報サービス

産業協会[2]に所属する 10 社程度の企業から，学生

が自ら訪問したい企業を選択し，指定された日時に

企業訪問を実施するものである．学生は企業訪問を

するにあたり，大学の規定に従って，出張伺い書や

出張旅費申請書等の帳票[3]を作成する必要がある．

2015 年度では 9 月，11 月，2 月の 3 シーズンの実

施が予定されており，既に実施した 9 月と 11 月に

おいては，各回延べ 50 名程度の学生が参加した．各

回の実施において，多くの帳票が発生するため，帳

票作成，内容確認，提出にいたるまでの一連の処理

を支援する仕組みが求められている． 
特に，出張旅費申請書の作成においては，ほぼ全

ての学生が初めて作成するため，記入例の説明をし

ても，単純な記載ミスから，企業までの最安値でな

い経路の金額を記載するなど，様々な記入ミスが見

受けられる状況である．さらに，出張旅費申請書は

押印が必要であるため，学生への記入ミスの通知か

ら押印した書類の再提出までのやりとりも必要とな

り，これらの全作業を人が行うのは大変な労力とな

っている．このような背景に基づいて，本研究では，

下記の機能を備えた帳票作成システムを試作する．

本稿においては，主に機能 1 の設計と実装方法につ

いて説明する． 
機能 1: Web ブラウザ上の入力フォームから必要項

目を入力し，指定様式で印刷可能な出張旅費申請書

Excel ファイルを生成する機能 
機能 2: 企業までの経路や運賃に関する入力誤りデ

ータを検知する機能 
機能 3: 入力誤り箇所を学生へ通知する機能 
2. 提案システム 

提案システムの概要図を図 1 に示す．本システム

では，まず学生は Web ブラウザ入力フォームより，

学籍番号，氏名，所属等の基本項目に加えて， 訪問

先，出発場所から訪問企業までの経路，および電車

やバス運賃といった交通費データを入力する．学生

が入力した項目に基づいて，大学の規定する様式に

従った出張旅費申請書 Excel ファイルが作成される．

作成された出張旅費申請書ファイルは，ダウンロー

ドして印刷し，押印後に提出することができる．ま

た，帳票データは学生ごとにデータベースに保存さ

れ，データ確認をする担当者は，Web ブラウザ上の

帳票データ一覧画面より，各学生の入力データを閲

覧・チェックすることができる． 

 
図１．提案システムの概要図 

3. まとめと今後の課題 

本帳票作成システムは，Web ブラウザ入力フォー

ムを学生へ提供することにより，学生の入力ミスを

減少させ，入力誤りデータ検知機能および学生への

通知機能を提供することにより，担当者の作業コス

トを低減させることを目指している． 
今後の課題として，機能 2 の入力誤りデータ検知

機能を実現するためのチェックアルゴリズムを考案

するとともに，会社訪問体験において実運用するこ

とによって実証実験をしていくことを予定している．

その際，(1)学生の入力ミス数の減少率，(2)入力ミス

があった場合の学生と担当者間のやりとり数の減少

率，(3)システム・ユーザビリティの 3 点を中心とし

た評価を検討している． 
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